
税務関連帳簿・書類の保存に関する
実態把握のためのアンケート
１　はじめに

主業種・企業規模についてお聞かせください。
(1)  主業種について
　　 □農業、林業　　□漁業　　□鉱業、採石業、砂利採取業　　□建設業　□製造業

　　 □電気・ガス・熱供給・水道業　　□情報通信業　　□運輸業、郵便業　　□卸売業、小売業

　　 □金融業、保険業　　□不動産業、物品賃貸業　　□学術研究、専門・技術サービス業

　　 □宿泊業、飲食サービス業　　□生活関連サービス業、娯楽業　　□教育、学習支援業

　　 □医療、福祉　　□上記以外のサービス業　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
(2)  企業規模について（資本金）
　　□1,000万円未満　　□1,000万円以上5,000万円未満　　□5,000万円以上1億円未満　　　

□1億円以上5億円未満　　□5億円以上10億円未満　　□10億円以上100億円未満

□100億円以上
２　税務関連帳簿・書類を紙で保存する場合の保存状況についてお聞かせください。
2.1　紙で保存している帳簿・書類の保存について、どのような規則性（年度別、部署別、書類の種
類別、日付順等）をもって管理・保存しているかお聞かせください。
　　　    （例：事業年度ごと、書類の種類別に日付順で編てつしている。）
2.2　領収書の保存状況について、全体に占める金額階層ごとの割合はどの程度ですか。一定の金額
ごとにお聞かせください。　 
	区分
金額階層
	貴社が作成する領収書
	貴社が受領する領収書
	領収書（貴社作成分・受領分の合計）

	３万円未満
	％
	％
	％

	３万円以上５万円未満
	％
	％
	％

	５万円以上10万円未満
	％
	％
	％

	１０万円以上
	％
	％
	％

	合計
	100％
	100％
	100％


2.3　紙で保存する帳簿（仕訳帳・総勘定元帳・現金出納帳・当座預金帳・手形帳・売掛帳・買掛帳・

有価証券管理帳・減価償却台帳・繰延資産台帳・売上帳・仕入帳・経費帳など）の年間発生量

はどの程度ですか。また、そのコスト（倉庫代・運送費など）はどの程度ですか。
　　　　  （例：年間文書保存箱○○箱、○○円程度のコスト）
2.4　紙で保存する書類の年間発生量はどの程度ですか。また、そのコスト（倉庫代・運送費など）

はどの程度ですか。以下の表に記載してください。
	項目
書類の種類
	年間発生量

（例：文書保存箱○箱）
	保存コスト

	契約書（写しを含む）
	
	円

	領収書（写しを含む）
	
	円

	資金や物の流れに直結・連動する書類※1
	
	円

	資金や物の流れに直結・連動しない書類※２
	
	円

	合計
	
	円


※１　預り証、預金通帳、小切手、約束手形、有価証券受渡計算書、社債申込書、定型的約款の無い契約の申込書、請求書、納品書、送り状、輸出証明書等（写しを含む）
※２　検収書、入庫報告書、貨物受領証、見積書、注文書、定型的約款の有る契約の申込書等（写しを含む）

３　税務関連帳簿・書類等を電子データで保存する場合の保存状況についてお聞かせください。

　3.1　紙文書でのやり取りを含めた取引全体のうち、電子取引（取引情報（取引に関して受領又は

交付する注文書、契約書、送り状、領収書、見積書などに通常記載される事項）の授受を電子デ

ータで行う取引）の占める割合についてお聞かせください。

　　　 （例：取引全体のうち、電子取引の割合は、おおよそ○○％程度）

　3.2　電子帳簿保存法の承認の有無に関わらず、コンピュータを使用して帳簿書類を作成・保存して
いる場合、以下の事項についてお聞かせください。
　　（1） 主にどのような帳簿書類をコンピュータで作成していますか（例：仕訳帳、総勘定元帳、

売掛帳、現金出納帳、経費帳、注文書、契約書、送り状、領収書、見積書等）。

　　（2） １年間に作成される帳簿書類のデータ量はおおよそどの程度ですか。また、データはどの

程度の期間保存していますか（例：○○バイト、○年間保存）。

    （3） 作成されるデータはどのような媒体にどのような形式で保存されていますか。また、年間

の保存コストはいくら程度ですか（例：DVD、csv形式、○○円程度）。

　3.3　電子帳簿保存法の承認の有無に関わらず、既にイメージ化（スキャナ化）して保存している
税務関連書類がある場合、以下の事項についてお聞かせください。

　　（1） 主にどのような書類をイメージ化して保存していますか。

（例：注文書、契約書、送り状、領収書、見積書等）

　　（２） 書類をイメージ化して保存する、主な目的について教えてください。（複数回答可）

　　　　　□業務の効率化　　□検索時間の短縮　　□業務の「見える化」
　　　　　□証憑（エビデンス）紛失防止　　□コンプライアンス強化、□書類廃棄による経費削減

　　　　　□書類廃棄による個人情報保護　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
　　（３） 1年間に作成されるイメージ化文書のデータ量はおおよそどの程度ですか。また、データ

はどの程度の期間保存していますか（例：○○バイト、○年間保存）。

　　（４） 作成されるデータはどのような媒体にどのような形式で保存されていますか。また、年間

　　　　の保存コストはいくら程度ですか（例：DVD、pdf形式、○○円程度）。

　　（５） 使用しているスキャナ装置の機種名を教えてください。

　　（６） イメージ化して保存するデータの解像度、階調を教えてください。

4　　その他、税務関連帳簿・書類の電磁的記録による保存制度について、ご意見等がございまし
　　　たら、以下の余白部分にご記載ください。
